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競技の抽選並びレーン順・試技順について

（トラック競技）

(２)　小学生は、同じ競技者が２回不正スタートをすると失格。

（共通事項）

(２)　トラック種目とフィールド種目同時出場の時、トラック種目を優先とし、フィールド種目の競技途

　　　中でトラック種目へ移動する時は、当該種目の審判員に申し出てその指示に従うこと。

(１)　トラック競技のレーン順、フィールド競技の試技順は主催者が抽選で決定し、プログラムに記載した競

　　　技者のナンバー左に数字で示す。

競技及び競技方法について

　　　通過後も自分に割り当てられたレーンを走ること。

(３)　トラック競技の着順はビデオ画像で判定する。ついてはレーン競技50ｍ、100ｍに出場する競技者は

　　　フィニッシュ後、ただちに計時員補助員へ返却すること。

　　　招集時にレーンナンバー標識を係より受け取り、右腰はやや後方にピン止めして競技する。

競技場への入場、競技場からの退場

　　②　フィールド競技は、当該審判員の指示に従い退場すること。　

　　③　いかなる場合でも、正面本部前の通行は禁止する。

競　技　注　意　事　項
競技規則について

　本大会は、2022年度（公財）日本陸上競技連盟競技規則に準じ、本大会競技注意事項により行う。

練習について

(１)　ウオーミングアップないしクーリングダウンは、多目的グラウンド、テント設営所裏等で行うこと。

(１)　招集開始時刻、完了時刻は競技順序に記載の通り。

(１)　競技場は、現地集合場所の最寄りから、競技を妨害しないよう入場すること。

(２)　競技場からの退場

　　①　トラック競技は、フィニッシュ後、決勝審判主任の指示に従うこと。

　　①　競技者は、招集開始時刻前にスタート地点または競技場所で待機し、係員から点呼を受ける。

　　　　その際係員によるアスリートビブス並びに競技用スパイク等のチェックを受ける。

　　　は主催者が用意したアスリートビブスを使用すること。

　　　いずれか一方でも良い。

　　③　招集完了時刻に遅れた競技者は、当該種目を棄権したものとする。但し、審判長に許可された時

　　　　出場できる。

アスリートビブスについて

(１)　アスリートビブスは、ユニフォームの胸と背に着ける。但し、走高跳、走幅跳の競技者は胸または背の

(２)　中学生は登録アスリートビブスを、小学生及び中体連未登録でアスリートビブスのない中学生の参加者

(２)　投てき練習は、競技場内投てきピットで当該種目の競技に先立ち、審判員の指示で行うこと。

招集について

　　②　代理人による点呼は認めない。但し、２種目同時出場の競技者のみ代理人による点呼を認める。

(２)　招集の方法

(１)　その競技を行う競技者以外は競技場内に立ち入ることはできない。

(１)　スタート合図は小学生を含め、英語（イングリッシュ・コマンド）で合図する。

　　　中学生は１回目の不正スタートをした競技者を失格とする。

(３)　５０ｍ(スタンディングスタート)、１００ｍの競走では、競技者の安全のため、フィニッシュライン
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種・性別 練　習

小学女子 ９５㎝ １００㎝ １０５㎝ １１０㎝ １１５㎝ １２０㎝

小学男子 ９５㎝ １００㎝ １０５㎝ １１０㎝ １１５㎝ １２０㎝ １２５㎝ １３０㎝ 以降３㎝上げ

中学女子 １１０㎝ １１５㎝ １２０㎝ １２５㎝ １３０㎝ １３５㎝ １４０㎝

中学男子 １３５㎝ １４０㎝ １４５㎝ １５０㎝ １５５㎝ １６０㎝ １６５㎝ １７０㎝ 以降３㎝上げ

種　目

種・性別

５年 ２ｍ５０

６年 ２ｍ８０

５年 ３ｍ００

６年 ３ｍ３０
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(３)　大会期間中の貴重品の保管は、各自責任を持って行うこと。遺失物については、本部で保管する。

(５)　走高跳で１位に同記録者が出た時決定戦を行う。同記録者が共に決定戦を放棄した時は抽選で決める。

　イ）　バーの上げ方

(６)　バーの上げ方及び計測ラインを下記のように定める。（天候等の状況により、審判長の判断で変更

　　　することもある。）

　　　ジャべリックボール投、ジャべリックスロー投はペグ方式で行う。

(５)　８００ｍは、スタートよりオープンとする。

(４)　応援は競技運営に支障のないように行うこと。特にフィニッシュ付近、フィールド競技場所付近で

　　　の集団応援は禁止する。

(５)　全ての記録は、本部テント脇の掲示板に貼り出す。

走　幅　跳

　競技用具（スターティングブロック、投てき物）は、競技場備え付けのものを使うこと。　

競技用靴について

　　走幅跳９㎜、走高跳・ジャべリックスロー投は１２mm以下のオールウェザー用スパイクピンとする。

(２)フィールド内は全天候型舗装であるため平行ピンとし、スパイクのピンの数は１１本以内で、長さは

競技用具について

(１)小学生のスパイクの使用はトラックについてはグラウンド用「土」ピン１２㎜以内とする。

２０ｍ

試　　　　　　　　　技

　以降３㎝上げ

小学生男子

小学生女子

 以降３㎝上げ

ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸｽﾛｰ投

　ロ）　計測ライン

(６)　競技の判定や記録発表に異議ある時、チーム代表者１名が総務へ申し出る。

(２)　高温多湿の時期でもあるので、水分・塩分補給等体調管理に充分努めること。

　　　応急処置を要する場合、その他健康上の問題が生じた時は、本部テントの総務員へ申し出ること。

表彰について

(２)　各種目８位までの入賞者は、賞状を本部テントまで取りに来ること。

(１)　各種目とも学年ごとに１位から８位まで賞状を授与する。

一般連絡・注意事項

中学生女子

中学生男子

３ｍ５０

(１)　競技場での疾病、傷害などの応急処置は主催者が行うが、以後の責任は負わない。

４ｍ００ ２５ｍ

ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投

２０ｍ

２５ｍ

　　　トップ８の試技順ははプログラムの試技順で行う。

(２)　小学生の走高跳は、正面跳ないしはさみ跳びで、着地は足裏からでなければならない。

(１)　長さを競う競技の試技数は小学生は３回、中学生はトップ８による追加試技３回を行う。

(４)　競技者は、競技の進行を妨げるような「助力」を受けてはならない。

(３)　助走路ないしサークルの外側に、主催者が用意したマーカーを使用してもよい。

(フィールド競技）

(４)　トラック種目は全て決勝とする。
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小千谷陸上競技チャレンジ 2022について（諸連絡） 

 

 

 

・８月２７日（土）に競技場ライン引きを行います。ライン引き以降は競技場の使用は可能ですが、

練習後は、ラインの修復、整地を行ってください。 

・所属チームのテント設営区画は２７日（土）１３：００以降に開放します。テントについては安全

面を考慮し、組み立ては行わないでください（屋根のみ可）。また、各所属チームの責任において

管理してください。 

・２８日（日）の大会当日は午前７時３０分から受付を開始します。開会式は午前８時１０分か

ら行いますので遅れないように集合してください。 

・中学生については腰に付けるナンバーカードを持参してください。 

・当日は、駐車場の混雑が予想されます。各チーム選手、監督、コーチ等とも乗り合わせによる

来場にご協力をお願いいたします。 

※小学生のナンバーカード（安全ピン含む）は、主催者で用意いたします。 

当日、受付時にお渡しします。 

 ・競技終了時間が１４：００から１２：００に変更になりました。 

 ・閉会式は行いません。各競技終了後、放送でお呼びしますので本部まで賞状を受け取

りにお越しください。 

 


